
（溶接シーム探傷）

磁性材船体の溶接シーム検査

BAL 73-1溶接シームプローブは
ブリッジ回路を用いた交差巻エア
コアコイルを有します。粗い表面
構造を持ったラッカーコーティング下
の溶接シームを手動で検査する
目的で開発されました。交差コイル
に より粗いシームに由来するノイズ
信号をよく低減し、リフトオフ効果を
最小化します。プローブは100 kHz
から1 MHzの周波数で用いることが
できます。検査面に存在する細孔、
割れと不完全な接合を検出し、例え
検査部位が厚いコーティングに覆わ
れていても発見する ことが可能です。

注意事項：
ELOTEST M2V3またはM3を用いて
溶接シームを検査する際には
ブリッジプローブケーブルが必要で
す。また、”Probe Input”を”Univ.
Bridge”に設定する必要があります。
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（溶接シーム探傷）

磁性材船体の溶接シーム検査
対応機種
ポータブル渦流探傷器M2V3またはM3

BAL 73-1絶対値式プローブ
アプリケーション：
溶接シームと粗い表面の手動検査。ラッカーコーティング下の溶接シーム検査に最適。
溶接ビードに由来するリフトオフ効果のノイズ信号をよく低減する。

プローブシステム：
交差巻エアコアコイル、ブリッジ回路
周波数帯域：100 kHz – 1 MHz
有効幅：約2 mm
浸透深さ：非常に浅い

技術データ
ケーブル：EKB-2-024
ハウジング：プラスチック（Delrin®）
直径：16 mm
重量：15 g


